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【
エ
ッ
セ
イ
】

ケ
ネ
デ
ィ
と
ガ
ウ
デ
ィ

―
辞
苑
閑
話
・
八

―

工　

藤　

力　

男

再
開
の
弁

「
辞
苑
閑
話
」
と
題
す
る
連
載
エ
ッ
セ
イ
を
、
そ
の
七
「
文
語
は

遠
く
な
り
に
け
り
」
で
閉
じ
た
の
は
、
三
年
前
の
本
誌
二
百
廿
九
号

（2014.12

）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

文
献
に
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
日
本
語
の
歴
史
は
二
千
年
に
満
た

な
い
が
、
そ
れ
で
も
年
々
歳
々
の
変
化
で
、
塵
も
積
も
れ
ば
云
々
の

結
果
に
な
る
。
日
本
語
の
歴
史
を
考
え
る
こ
と
を
努
め
て
と
し
て
生

き
て
き
た
自
分
は
、
そ
う
し
た
変
化
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
は
な

い
。
だ
が
、
と
ん
で
も
な
い
新
し
い
言
葉
や
珍
奇
な
表
現
に
触
れ
る

と
、
な
ぜ
そ
う
表
現
す
る
の
か
と
考
え
こ
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
衝
撃

が
大
き
い
と
、
ま
る
で
一
方
通
行
の
車
道
で
、
反
対
方
向
か
ら
向

か
っ
て
来
る
車
に
出
遭
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
る
。
そ
う
し
た
経
験

も
回
数
が
多
く
な
る
と
、
次
第
に
慣
れ
て
違
和
感
が
薄
ら
い
で
ゆ

く
。
そ
れ
が
消
え
た
と
き
、
そ
の
新
し
い
表
現
が
日
本
語
社
会
に
定

着
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

違
和
感
を
い
だ
く
語
や
表
現
も
さ
ま
ざ
ま
、
そ
の
感
が
続
く
期
間

も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
例
え
ば
「
食
べ
れ
る
」
類
の
ラ
抜
き
表
現
化

は
、
百
年
以
上
も
前
に
始
ま
っ
て
な
お
未
完
了
で
あ
る
。
こ
れ
が
完

了
す
る
の
は
何
十
年
先
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
変
化
が
、
日
本
語

の
表
現
の
自
然
な
変
化
の
過
程
で
あ
る
こ
と
は
、
本
誌
百
九
十
二
号

の
「
た
が
保
存
せ
し
マ
ン
モ
ス
の
脳

―
言
語
時
評
・
八

―
」

（2005.9
）
に
書
い
た
。
反
対
に
、「
全
然
お
も
し
ろ
い
」
の
た
ぐ
い

は
好
き
で
は
な
い
が
、
こ
れ
が
必
ず
し
も
新
し
い
表
現
で
は
な
い
こ

と
、
ゆ
え
に
目
の
敵
に
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、「
陳
述
の
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ゆ
く
え

―
辞
苑
閑
話
・
三

―
」
と
題
し
て
本
誌
二
百
廿
五
号

（2013.12
）
に
書
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
熱
中
症
」「
夜
の
初
め
」「
立
ち
あ
げ
る
」「
お

…
い
た
だ
け
ま
す
」
な
ど
を
、
わ
た
し
は
拒
否
す
る
。
理
屈
に
合
わ

ぬ
語
形
で
あ
り
用
法
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
変
化
す
る
必
然
性
は

認
め
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
我
が
思
い
と
は
裏
腹
に
日
本
語

社
会
に
住
み
着
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
わ
た
し
は
嘆
い
て
い
る
。

わ
た
し
は
既
に
研
究
環
境
か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
の

日
本
語
に
触
れ
て
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
少
し
書
い
て
み
た
い
。
能

う
か
ぎ
り
簡
潔
な
記
述
を
心
が
け
て
、
老
人
の
繰
り
言
で
貴
重
な
誌

面
を
徒
ら
に
塞
が
な
い
よ
う
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

ギ
ョ
エ
テ
と
は
俺
の
こ
と
か
と
ゲ
エ
テ
言
ひ

こ
の
見
出
し
も
旧
稿
に
用
い
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
が
齋
藤
緑
雨
の

戯ざ
れ

句く

だ
と
い
う
こ
と
を
最
近
知
っ
た
。
い
か
に
も
彼
の
作
り
そ
う
な

句
で
あ
る
。

外
国
語
を
日
本
語
に
摂
取
す
る
に
際
し
て
、
特
に
翻
訳
で
き
な
い

固
有
名
詞
は
、
日
本
語
の
音
韻
体
系
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
表
記

に
苦
労
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
一
端
を
、
明
治
十
八
年
に
書

か
れ
た
、
坪
内
逍
遥
『
小
説
神
髄
』
上
巻
の
巻
頭
の
二
節
、「
小
説

總
論
」「
小
説
の
変
遷
」
か
ら
引
い
て
み
る
。
①
「
ナ
ル
レ
チ
イ
ブ
。

ポ
ヱ
ト
リ
イ
」、
②
「
魔ま

イ
ソ
ロ
ジ
イ
」、
③
「
浮ふ

ヘ
イ
ブ
ル
」
が
、

わ
ず
か
廿
ペ
イ
ジ
に
満
た
な
い
箇
所
に
見
え
る
。
①
は
「
物
語
歌
」、

②
は
「
鬼
神
史
」
の
漢
字
表
記
を
伴
っ
て
い
る
。
③
は
「
寓
言
の

書
」
の
謂
い
で
、
わ
た
し
た
ち
に
は
「
フ
ァ
ー
ブ
ル
」
で
親
し
い
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
学
論
の
専
門
語
に
属
す
る
が
、
文
脈
な
し
で

は
判
断
で
き
な
い
の
で
、
少
し
極
端
な
例
か
も
し
れ
な
い
。

明
治
廿
年
刊
行
の
『
新
体
詩
抄
』
を
見
る
と
、「
沙
翁
」
と
も
書

か
れ
たShakespeare

が
、「
シ
エ
ー
キ
ス
ピ
ー
ル
」（
﹅
山
居
士
）

と
「
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ー
ル
」（
尚
今
居
士
）
で
並
ん
で
い
る
。『
小
説

神
髄
』
に
載
る
坪
内
逍
遥
訳
『
ジ
ュ
リ
ア
ス
シ
ー
ザ
ー
』
の
広
告
で

は
「
セ
キ
ス
ピ
ア
」
と
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
で
は
さ
ま
ざ
ま
の
国
語
政
策
が
実
行

さ
れ
た
が
、
外
国
語
の
仮
名
表
記
法
に
つ
い
て
は
緩
や
か
で
あ
っ

た
。
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
昭
和
廿
九
年
三
月
の
国
語
審
議
会
報
告

「
外
来
語
の
表
記
」、
平
成
三
年
六
月
の
内
閣
告
示
「
外
来
語
の
表

記
」
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
制
限
の
性
質
が
弱
く
、
慣
用
を
大
幅

に
認
め
る
と
い
う
姿
勢
が
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
自
分
の
慣
用

に
合
わ
な
い
用
例
に
遭
遇
し
て
当
惑
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

い
ま
、
文
章
を
書
く
こ
と
を
な
り
わ
い
に
し
て
も
、
片
仮
名
語
の
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表
記
に
神
経
を
使
う
人
は
さ
ほ
ど
多
く
は
あ
る
ま
い
。
雑
誌
類
の
編

集
者
や
報
道
関
係
者
が
主
な
職
種
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
職
業
人
は

か
な
り
我
流
に
書
い
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
人

は
、
時
に
自
分
の
流
儀
な
ら
ぬ
表
記
に
遭
遇
し
た
ら
不
審
に
思
う
に

違
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
外
来
語
の
表
記
と
読
み
方
に
関

わ
る
小
さ
な
問
題
を
考
え
た
い
。

ケ
ネ
デ
ィ
の
不
思
議

前
節
末
に
書
い
た
不
審
感
が
、
十
月
廿
七
日
、
ほ
か
な
ら
ぬ
自
分

に
生
じ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
第
三
十
五
代
大
統
領
だ
っ
た
J
F
K
の

暗
殺
に
関
わ
る
機
密
文
書
公
開
の
報
道
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

こ
の
日
、
N
H
K
テ
レ
ビ
十
九
時
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
画
面
左

肩
に
項
目
を
「
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
」
と
掲
げ
て
報
じ
た
。
担
当
の
鈴
木

菜
穂
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
発
音
で
は
、
終
始
「
ケ
ネ
デ
ィ
ー
」
で

あ
っ
た
。
語
末
が
、
字
幕
で
は
短
音
「
デ
ィ
」、
口
頭
で
は
長
音

「
デ
ィ
ー
」
で
、
表
記
と
音
声
が
異
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
あ
と
で

ネ
ッ
ト
検
索
し
て
標
題
を
見
る
と
、
筆
頭
は
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の

「
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
事
件
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
上
位
十
件

の
う
ち
、
短
音
「
～
デ
ィ
」
が
八
件
、
長
音
「
～
デ
ィ
ー
」
が
二

件
、
両
形
の
見
え
る
も
の
が
二
件
で
あ
っ
た
。
な
お
、
卅
一
日
午

後
、
B
S
1
の
「
海
外
ニ
ュ
ー
ス
」
の
同
時
通
訳
の
音
声
は
「
ケ

ネ
デ
ィ
」
で
あ
っ
た
。

語
末
がK

ennedy

と
同
じ
形
に
な
る
ほ
か
の
英
語
か
ら
の
数
語

に
つ
い
て
『
広
辞
苑
』
第
六
版
に
よ
っ
て
調
べ
て
み
た
。
日
本
語
と

し
て
四
拍
未
満
、
中
に
長
音
を
含
ま
な
い
語
形
で
探
し
て
得
た
、

candy

・dandy

・handy

・m
elody

・parody

を
見
る
と
、
語
末

は
す
べ
て
「
デ
ィ
ー
」、
す
な
わ
ち
長
音
形
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

短
音
形
「
デ
ィ
」
で
終
わ
る
語
は
見
え
な
い
。

つ
い
で
に
「- ty

」
と
綴
ら
れ
る
英
単
語
に
つ
い
て
も
調
べ
て
み

た
。com

m
unity

・quality

・reality

・safety

・variety

は
、
一

様
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
な
ど
「
～
テ
ィ
ー
」
で
あ
っ
て
、「
～

テ
ィ
」
ど
ま
り
の
語
は
見
え
な
い
。
手
元
の
他
の
二
三
の
辞
書
に

よ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
考
え
た
の
は
、
日
本
語
へ
の
導
入
時
期
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

若
干
の
語
に
つ
い
て
語
誌
を
調
べ
て
み
た
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』

第
二
版
に
よ
る
と
、candy

の
初
出
は
明
治
三
十
七
年
、
報
知
新
聞

の
「
キ
ャ
ン
デ
ー
」
で
あ
り
、
続
け
て
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
遅
れ
て

キ
ャ
ン
デ
イ
が
見
え
る
。
ち
な
み
に
、
わ
た
し
な
ど
が
少
年
時
代
に

口
に
し
た
氷
菓
子
「
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
」
は
登
録
商
標
な
の
だ
と

い
う
。dandy
に
つ
い
て
は
、
ダ
ン
デ
イ
か
ら
ダ
ン
デ
ィ
、
ダ
ン
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デ
ィ
ー
と
続
く
。com

edy

は
坪
内
逍
遥
『
小
説
神
髄
』
の
「
古コ

メ

ヂ
ィ
」
が
早
く
、
コ
メ
デ
ー
そ
し
て
コ
メ
デ
ィ
と
な
る
ら
し
い
。

parody

は
、
鷗
外
の
パ
ロ
ヂ
イ
（1913

）、
佐
藤
春
夫
の
パ
ロ
デ
イ

（1950

）、
中
村
真
一
郎
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
（1957

）
と
い
う
流
れ
が
た

ど
れ
る
。

『
広
辞
苑
』
は
、
右
の
諸
語
の
標
準
形
を
「
～
デ
ィ
ー
」「
～

テ
ィ
ー
」
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
日
本
に
お
け
る
外
来
語

表
記
の
変
化
の
経
過
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

三
拍
語
「
レ
デ
ィ
ー
」
に
つ
い
て
、
石
綿
敏
雄
『
日
本
の
外
来

語
』（
岩
波
新
書　

1985

）
は
、
昭
和
十
年
の
『
万
国
新
語
大
辞
典
』

に
「
ヤ
ン
グ
レ
デ
ー
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
半
世
紀

後
に
創
刊
さ
れ
た
女
性
週
刊
誌
は
短
音
の
『
ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ
』
で
あ

る
が
、
今
は
長
音
の
「
レ
デ
ィ
ー
」
が
一
般
的
で
あ
る
。

こ
の
十
二
月
一
日
、
N
H
K
―

F
M
放
送
の
「
オ
ペ
ラ
・
フ
ァ
ン

タ
ス
テ
ィ
カ
」
で
、Verdi

の
歌
劇
「
ド
ン
・
カ
ル
ロ
」
を
聴
い
た
。

案
内
役
の
奥
田
佳
道
さ
ん
は
、
作
曲
者
名
を
い
つ
も
長
音
形
「
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
ー
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
な
お
、
役
名
「
ロ

ド
リ
ー
ゴ
」
の
語
末
の
ゴ
の
頭
子
音
は
、
鼻
濁
音
と
非
鼻
濁
音
が
ほ

ぼ
半
々
で
あ
っ
た
と
思
う
。
奥
田
さ
ん
は
東
京
都
育
ち
の
人
で
あ

る
。
こ
れ
に
味
を
占
め
て
翌
週
の
八
日
も
聴
い
た
。
案
内
役
は
室
田

尚
子
さ
ん
、
曲
目
は
「
ル
ク
レ
チ
ア
・
ボ
ル
ジ
ア
」。
作
曲
者

D
onizetti

は
、
終
始
「
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
ー
」
で
あ
っ
た
。
十
二
月

六
日
の
N
H
K
―

F
M
放
送
の
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フ
ェ
」
で
は
、
案

内
の
粕
谷
紘
世
さ
ん
のVerdi

も
「
～
デ
ィ
ー
」
と
聞
こ
え
た
。

放
送
者
や
朗
読
者
は
、
原
稿
の
文
字
よ
り
も
、
自
分
の
語
感
す
な

わ
ち
日
本
語
の
語
感
に
忠
実
た
ら
ん
と
す
る
の
だ
と
思
う
。

長
音
と
短
音

右
の
こ
と
に
つ
い
て
か
れ
こ
れ
考
え
て
い
た
十
一
月
一
日
、

N
H
K
ラ
ジ
オ
十
九
時
、
名
古
屋
放
送
局
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、

名
古
屋
大
学
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
」
の
開
館
し
た
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
文
庫
判

よ
り
少
し
縦
長
の
判
型
、「
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」、
岩
波
書
店
の

「
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
な
ど
に
親
し
ん
だ
わ
た
し
に
は
、「
ラ
イ

ブ
ラ
リ
」
は
い
か
に
も
寸
詰
ま
り
に
聞
こ
え
る
。
そ
し
て
、
わ
た
し

の
机
辺
に
は
こ
の
形
で
掲
載
す
る
国
語
辞
書
は
ま
だ
な
い
。

同
月
廿
日
、
朝
日
新
聞
電
子
版
は
「
国
産
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

試
作
機
、
無
償
公
開
へ　

改
良
目
指
す
」
を
配
信
し
た
。
そ
こ
に
出

現
す
る
こ
の
語
は
、
四
回
と
も
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」
で
あ
っ
た
。

同
日
、
N
H
K
ラ
ジ
オ
十
九
時
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
こ
れ
が
報
ぜ
ら
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れ
、
語
末
を
、
男
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
「
タ
」、
女
性
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
は
「
タ
ー
」
と
読
ん
だ
。

読
者
諸
兄
の
中
に
は
「
い
ま
さ
ら
何
を
」
と
お
思
い
の
方
も
多
い

だ
ろ
う
。
I
T
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
の
文
章
、
英
語
文
献
に

接
す
る
機
会
の
多
い
人
は
、
語
末
の
長
音
が
ま
だ
る
い
こ
と
甚
だ
し

い
と
い
う
。
そ
の
き
も
ち
は
よ
く
分
か
る
。

先
に
引
い
た
、
平
成
三
年
の
内
閣
告
示
「
外
来
語
の
表
記
」
の
Ⅲ

［
撥
音
、
促
音
、
長
音
そ
の
他
に
関
す
る
も
の
］
の
3
〔
長
音
は
、

原
則
と
し
て
長
音
記
号
「
ー
」
を
用
い
て
書
く
。〕
へ
の
注
2
に
左

記
の
よ
う
に
あ
る
。

英
語
の
語
末
の- er

、- or

、- ar

な
ど
に
当
た
る
も
の
は
、
原
則

と
し
て
ア
列
の
長
音
と
し
長
音
符
号
「
ー
」
を
用
い
て
書
き
表

す
。
た
だ
し
、
慣
用
に
応
じ
て
「
ー
」
を
省
く
こ
と
が
で
き

る
。〔

例
〕　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー　

ギ
タ
ー　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー　

マ
フ
ラ
ー　

エ
レ
ベ
ー
タ　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ　

マ
フ
ラ

少
し
古
い
が
、
朝
日
新
聞
の
「
こ
と
ば
談
話
室
」
と
い
う
小
さ
な

コ
ラ
ム
に
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
上
）」
と
題
し
た
「
長
音
符
号　

慣

用
で
省
略
も
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
（2005.7.31

）。
工
学
系
の
分
野

で
は
戦
前
か
ら
長
音
を
省
く
慣
習
が
あ
っ
た
と
い
う
。
パ
ソ
コ
ン
関

係
の
雑
誌
を
多
く
発
行
す
る
ア
ス
キ
ー
社
で
は
、
雑
誌
に
よ
っ
て
表

記
を
変
え
、
専
門
的
な
も
の
ほ
ど
省
略
傾
向
が
強
い
の
だ
と
い
う
。

そ
れ
も
よ
く
わ
か
る
。

雑
誌
『
言
語
』
第
十
巻
十
号
（1981.10

）
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

と
言
語
」
特
集
で
あ
っ
た
。
そ
の
編
集
後
記
に
よ
る
と
、
執
筆
し
た

八
人
の
用
語
は
一
様
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

わ
た
し
は
そ
の
「
モ
ー
タ
」
や
「
ド
ラ
イ
バ
」
な
ど
が
好
き
に
な

れ
な
い
。
先
日
、
親
会
社
再
建
の
た
め
の
売
却
が
報
道
さ
れ
た
「
東

芝
メ
モ
リ
」
は
、
物
差
し
の
会
社
か
と
錯
覚
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
生

半
可
な
知
識
で
は
対
応
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
十
年
前
、
名
古
屋

放
送
局
か
ら
の
ラ
ジ
オ
で
、
デ
ン
ソ
ー
と
い
う
会
社
の
社
員
が
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
デ
ー
タ
ー
を
盗
ん
で
持
ち
だ
し
た
疑
い
が
あ

る
、
と
報
じ
た
。「
デ
ー
タ
ー
」
を
数
回
耳
に
し
た
の
で
あ
る

（2007.3.17

）。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
名
も
記
憶
し
て
い
る
が
、「
デ
ー
タ

（data

）」
が
ラ
テ
ン
語datum

の
複
数
形
と
は
知
ら
ず
に
、dater

かdator

と
で
も
勘
違
い
し
た
の
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
も
、
長
音
記
号
の
省
略
表
記
に

は
賛
同
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
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日
本
語
音
韻
史
か
ら

日
本
語
史
の
通
説
で
は
、
古
代
語
の
タ
チ
ツ
テ
ト
はta

・ti

・

tu

・te

・to
、
ダ
ヂ
ヅ
デ
ド
はda

・di

・du

・de

・do

で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
次
第
に
変
化
し
て
、
十
六
世
紀
末
の
キ
リ

シ
タ
ン
文
献
に
は
、
一
般
にta

・chi

・tçu

・te

・to

そ
し
てda

・

gi

・zzu

・de

・do

と
綴
ら
れ
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
綴
り
に

準
拠
し
た
も
の
で
、
チ
・
ツ
と
ヂ
・
ヅ
が
変
化
し
て
い
る
。
チ
・
ツ

は
現
在
の
発
音
に
近
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
ヂ
の
綴
り

gi

の
発
音
は
〔dƷ i

〕
で
あ
っ
て
〔di
〕
で
は
な
く
、
ヅ
の
綴
りzzu

の
発
音
は
〔dzu

〕
で
あ
っ
て
、〔du

〕
で
も
〔zu

〕
で
も
な
い
。

今
、
ダ
行
音
に
限
る
と
、
古
代
日
本
語
に
は
あ
っ
たdi

・du

が

中
世
以
後
は
消
え
て
し
ま
っ
た
が
、da

・de

・do
は
古
代
語
の
ま

ま
に
残
っ
て
い
る
。
言
わ
ば
古
代
の
ダ
行
音
の
う
ち
、
ヂ
（di

）
と

ヅ
（du

）
の
箇
所
は
空
白
な
の
で
あ
る
。
譬
喩
を
も
っ
て
言
う
と
、

ア
パ
ー
ト
の
ダ
行
階
の
五
室
の
う
ち
、di

とdu

、
二
つ
の
部
屋
が

あ
い
て
い
る
、
す
な
わ
ち
音
韻
体
系
の
「
あ
き
ま
」
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
タ
行
音
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
部
屋
を
求
め
る
人
が
あ

れ
ば
、
い
つ
で
も
入
居
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。parody

の
デ
ィ
、

reality

の
テ
ィ
な
ど
は
、
そ
の
「
あ
き
ま
」
に
入
居
し
て
い
る
の
だ

と
言
え
よ
う
。
わ
た
し
た
ち
が
「
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
」「
ト
ゥ
ー
ア
ウ

ト
」
も
さ
ほ
ど
苦
労
な
く
言
え
る
の
は
、
日
本
語
に
も
と
も
と
存
し

た
「ti

」「tu

」
が
復
活
し
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

前
節
で
見
た
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
音
楽
に
携
わ
る
人
た
ち
、
そ
し

て
わ
た
し
は
、
外
来
語
の
「- dy

」
を
「
デ
ィ
ー
」
と
読
ん
で
い
る
。

広
辞
苑
を
初
め
と
す
る
国
語
辞
典
も
そ
れ
を
標
準
的
表
記
と
し
て
い

る
。
だ
が
、
米
国
の
故
大
統
領
が
「
ケ
ネ
デ
ィ
」
な
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
か
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
キ
ャ
ン
デ
ー
・
コ
メ
デ
ー
な
ど
は
、
比
較
的

早
く
、
明
治
期
に
は
い
っ
た
語
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
は
、
こ
れ
で
も

精
い
っ
ぱ
い
外
来
語
め
か
し
た
の
だ
ろ
う
。
次
第
に
外
国
語
に
も
な

じ
む
よ
う
に
な
っ
て
コ
メ
デ
ィ
ー
類
が
定
着
し
、
そ
れ
が
標
準
的
な

表
記
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
、K

ennedy

は
廿
世
紀
後
半
に
米
国
の
大
統
領
と
し
て
登

場
し
た
人
名
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
は
、
外
来
語
の
発
音
も
原
音
に
一

層
近
づ
け
よ
う
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
そ
れ
が
、
語
末
を
伸
ば
さ
な
い
発
音
・
表
記
を
生
ん
だ
、
わ
た

し
は
そ
う
考
え
て
い
る
。

角
度
を
変
え
て
眺
め
る
と
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。handicap

は
「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
」
の
ほ
か
に
省
略
形
の
「
ハ
ン
デ
」「
ハ

ン
デ
ィ
」
と
も
に
行
わ
れ
て
、
前
者
が
優
勢
で
あ
る
。
以
上
に
言
及
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し
た
語
に
つ
い
て
自
身
の
発
音
を
内
省
す
る
と
、
そ
れ
が
語
頭
か
語

中
に
あ
る
「
デ
ィ
ス
ク
」「
メ
デ
ィ
ア
」
な
ど
に
は
違
和
感
が
な
い
。

だ
が
、
語
末
で
む
き
だ
し
の
形
に
な
る
「
～
デ
ィ
」
は
伸
ば
し
た
く

な
る
よ
う
だ
。
こ
の
類
は
、
中
世
以
後
の
音
韻
変
化
で
和
語
に
生
ま

れ
た
「
ミ
ュ
」
に
も
あ
っ
て
、「
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の

略
語
は
「
マ
ス
コ
ミ
ュ
」
と
は
な
ら
ず
、「
マ
ス
コ
ミ
」
で
定
着
し

た
。思

う
に
、
右
に
書
い
て
き
た
よ
う
に
、「
デ
ィ
」
は
、
中
世
以
来

の
四
百
年
間
、
日
本
語
史
の
日
陰
に
あ
っ
た
拍
、
近
代
に
復
興
し
た

拍
で
あ
る
。
先
の
譬
喩
を
再
び
用
い
る
と
、
ダ
行
階
の
あ
き
ま
の
入

居
者
が
、
一
人
で
外
出
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
の
だ
と
言
え
よ
う

か
。

ガ
ウ
デ
ィ
と
ケ
ネ
デ
ィ

去
り
し
七
月
に
上
梓
し
た
『
季
語
の
博
物
誌
』（
和
泉
書
院
）
の
十

二
月
十
四
日
条
は
「
く
し
や
み
」
で
あ
る
。
そ
こ
の
例
句
の
一
つ
に

次
の
句
を
掲
げ
、「
字
足
ら
ず
の
ま
ま
引
い
た
」
と
附
言
し
た
。

大
く
さ
め
ガ
ウ
デ
ィ
の
城
揺
ら
し
け
り　
　

佐
川
広
治

こ
の
句
は
講
談
社
刊
『
カ
ラ
ー
版
新
日
本
歳
時
記
』
か
ら
引
い
た
。

右
の
附
言
の
意
味
は
、
わ
た
し
の
日
本
語
で
「
ガ
ウ
デ
ィ

（G
audi

）」
は
三
拍
語
な
の
で
、
中
七
に
は
助
詞
「
を
」
を
入
れ
て
、

「
ガ
ウ
デ
ィ
の
城
を
」
と
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
句
の

作
者
は
こ
の
建
築
家
の
名
を
、「
ガ
ウ
デ
ィ
」
と
書
き
な
が
ら
、
四

拍
に
読
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

K
ennedy

に
も
似
た
事
情
が
あ
る
違
い
な
い
、
そ
う
考
え
て
、

B
B
C
制
作
の
D
V
D
「
N
A
S
A
・
宇
宙
計
画
」
を
観
た
。
四

枚
の
う
ち
の
「
1　

人
類
初
の
領
域
へ
」
の
前
半
で
は
ア
ポ
ロ
計
画

が
見
ら
れ
た
。
そ
の
成
功
の
場
面
で
は
、
こ
の
計
画
の
提
唱
者
で
あ

る
当
の
大
統
領
の
姿
が
現
わ
れ
、
日
本
語
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
ケ
ネ

デ
ィ
ー
」
が
四
回
、
明
瞭
に
聞
か
れ
た
。

講
談
社
の
『
昭
和
萬
葉
集
』
の
巻
十
四
に
は
、
ダ
ラ
ス
事
件
の
報

道
に
関
わ
る
歌
三
首
が
見
え
る
。
次
に
掲
げ
る
の
が
、
そ
の
連
続
す

る
三
首
で
あ
る
。
作
者
名
の
下
の
小
字
は
、
生
年
、
掲
載
し
た
会

誌
・
歌
集
、
発
行
年
で
あ
る
。

木
下
美
代
子　
明
42
～
『
裸
木
と
三
日
月
』（
昭
39
）

銀い
ち
や
う杏
落
葉
の
上
に
散
り
た
る
号
外
に
ケ
ネ
デ
ィ
は
ま
だ
生
き
て

笑
へ
り

翁　

た
つ
子　
大
5
～
「
潮
音
」（
昭
39
・
9
）

色
褪
せ
し
世
界
地
図
張
り
替
ふ
べ
し
ケ
ネ
デ
ィ
斃
れ
ネ
ー
ル
い

ま
亡
し
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阿
部　

太　
明
37
～
『
阿
部
太
歌
集
』（
昭
50
）

議
事
堂
の
階
下
り
く
る
ケ
ネ
デ
ー
の
柩
捧
げ
持
つ
中
に
黒
人
兵

ひ
と
り

特
に
第
二
三
首
の
破
調
が
著
し
い
が
、K

ennedy

を
含
む
句
は
定

型
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、K

ennedy

は
、
す
べ
て
四
拍
の
日
本
語
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

片
仮
名
は
、
日
本
語
の
語
音
を
正
確
に
写
す
べ
く
生
ま
れ
、
用
い

ら
れ
て
き
た
文
字
で
あ
る
。
だ
が
、
本
稿
に
述
べ
た
よ
う
な
事
情
の

あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

�

（2017.12.12

）




